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進化的機械学習は，深層学習（ディープラーニング）の次に来る画期的な機械学習法です．ご興味が

おありの方や共同研究などを希望される方は下記の連絡先までお気軽にご相談下さい．

研究者からのメッセージ

研究概要

深層学習（ディープラーニング）の産業の現場での主な問題
問題１．処理がブラックボックスで説明できないため使ってもらえない．
問題２．膨大な数の学習データがないと信頼性の高い処理が実現できない．
問題３．構造設計が職人芸的であり最適性が保証されていない．

深層学習（ディープラーニング）の問題点の解決策 @横浜国立大学・長尾研究室

① Convolutional N. N. の“見える化”を実現
・どの部分が反応しているかを表示可能．
（Generative Contribution Mapping）

②もっとシンプルな構造で充分 （深くすれば良いわけではない!?）
・特徴量を多数作れば，後は浅い回路
と少ない学習データから，高精度な
分類器を作ることができる．

③処理内容を言葉で説明できる A I

・判定理由を言葉で説明してくれるた
め，人が安心・納得して利用できる．

④深層学習ではなく浸透学習が有効
・学習時のみ利用可能なデータを使った学習
が可能に！マルチモーダルあるいはマルチ
センサによる処理の機械学習に特に有効．

進化的機械学習ですべてを解決！

コネクショニズム型進化的画像処理 フィルタ列と特徴選択で特徴量を最適化
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カプセル内視鏡画像に対する自動診断システムによる判断の説明文の例

白っぽい部分があり，輪郭がはっきりしておらず
色数がとても少ないため異常と判定しました．言葉で

説明
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